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小数の乗法の意味指導についての一考察
一倍概念の系統的な指導に焦点化してー
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一研究の要約一
小数の乗法についての子どもたちの実態をみると，計算技能についてはおおむね身につ:
iいていると考えられるが，計算の意味理解については課題があることが分かったd これは，
j計算技能の習熟に重点を置いた指導がなされ，計算の意味理解を図る指導が十分には行わ
:れていないためだと考えられる。また，倍概念が登場する第2学年からの系統的な指導が
不十分であるからとも考えられる。
そこで，第2学制もの倍概念の系統的な指導と，第5学年での小数の乗法の意味指導 j
の工夫によって，小数倍についての理解を図りたいと考えた。
倍概念の系統的な指導の工夫のポイントは，①第2学年からの「倍Jという概念のイメ;
ージづくり，②第3学年からの倍概念を表す関係国の意味理解と活用，②第4学年に小数!
倍の学習を位置づける.④第5学年の小数倍の深化，の4点である。
小数の乗法の意味指導の工夫のポイントは，①整数倍から小数倍へ帰納的，発展的に考 j
える活動②関係図を使って考え説明する活動の2点である。 : 
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1.研究の目的 1.小数の乗法の計算カの実態
全国学力・学習状況調査によると，小数の乗
本研究の目的は，倍概念の形成に基づく小数 法の計算技能についての結果は次の通りである。
の乗法の意味理解についての子どもの実態と課
題を明らかにし，その課題についての有効な指
導のあり方を探究することにある。
n.研究の方法
まず，学カ実態調査の結果等を参考に子ども
の実態をつかみ，考察する。次に，小数の乗法
の意味指導に関わる文献，教科書等を参考に，
有効な指導のあり方を考える。最後に， 5年「小
数×小数」の模擬授業の考察をもとに探究する。
E.研究の内容
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表1 平成 19・22・24・25年度調査問題
問題番号 問題 正答率
H19 A 1 (2) 27 x 3.4 85.6% 
H19 A 1 (3) 9.3 X 0.8 84.8% 
H22 A 1 (2) 27 x 3.4 84.4% 
H24 A 1 (4) 90 x 0.7 90.8% 
H25 A 1 (3) 9.3 X 0.8 83.8% 
いずれの年度も，正答率は80%を超えており，
計算技能についてはおおむね習得できていると
考えられる。
一方.計算の意味理解についての結果は次の
通りである。
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表2 平成 19・24・26年度調査問題
問題番号 問題の概要 正答率
H19A4 210 x 0.6の式で答えが求められる問題を選ぶ 54.3% 
H24 A 3 (1) 120 c mの赤いテープの長さが白いテープの長さの0.6倍に当たる
とき，二つのテープの長さの関係を表している図を選ぶ 34.3% 
H24 A 3 (2) |120 c mの赤いテープの長さが白いテープの長さの0.6倍に当たる
とき，白いテープの長さを求める式を書く 41.3% 
H26 A 2 (2) I示された図を基に，青いテープの長さが白いテープの長さ (80c m) 
の0.4倍に当たるときの青いテープの長さを求める式を選ぶ I 54.3% 
いずれも正答率は 60%に届いておらず，計算
の意味理解に課題があると考えられる。
全国学力・学習状況調査は第6学年の4月に
行う調査であるが，平成 17年に第3学年~第5
学年の子どもを対象に行われた次のような調査
結果がある。
表3 平成 17年 計算に関わる調査問題
対象:第3学年
問題 :6つのはこに，ケーキが8こずっは
いっています。ケーキはぜんぶで何こある
でしょう。 正答率:23.8% 
問題:1mの重さが3kgの鉄の棒があり
ます。この鉄の棒 12mの重さは何kgで
しょう。 正答率:48.6 % 
対象:第4学年
問題:1mの重さが3k gの鉄の棒があり
ます。この鉄の棒 12mの重さは何kgで
しよう。 正答率:49.5 % 
対象:第5学年
問題:1mの重さが 1.5k gの鉄の棒があ
ります。この鉄の棒0.8mの重さは何kg 
でしょう。 正答率:69.1 % 
いずれも，小数の乗法の立式についての問題
だが，正答率は 70%に届いていない。第3学年
~第5学年の子どもについても，倍概念をもと
に「何倍Jを意識して立式することに課題があ
ると考えられる。一方，式が正答であっても，
倍概念が身についているかどうかは不明である。
倍概念に基づいて立式できているかどうかは推
測の範囲を出ない。また，倍概念の形成にかか
わるデータはないのが現状である。
2.小数の集法の意味指専の問題点
( 1 )学力実態聞査の結果からみえる問題点
子どもの計算カについての実態調査から，小
数の乗法の計算技能については，おおむね身に
ついているが，計算の意味理解については課題
があることが明らかになった。
数と計算領域の指導は，計算の意味について
理解すること，計算の仕方を考えること，計算
に習熟し活用することの三者をバランスよく指
導することが大切である。しかしながら，実際
は，計算技能の習熟に重点を置いた指導がなさ
れ，計算の意味理解を図る指導が十分には行わ
れていないと考えられる。また，第3学年~第
5学年の計算に関わる調査結果からも，倍概念
をもとに「何倍Jを意識して立式することに課
題があると考えられる。これは，倍概念が登場
する第2学年からの系統的な指導が不十分であ
るからとも考えられる。
(2 )過去の研究からみえる問題点
小数の乗法の意味指導について，過去の研究
を調べてみると，石田(1982)は次のABC3
つのタイプがあると述べている。
A型:かけ算を2年生から，加法とは独立し
た計算として意味づけるもの
B型:整数の場合のことから，類推や形式不
易の原理によって小数の場合を導くもの
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C型:小数の場合，累加では説明できないこ
とをおさえ，かけ算の意味の拡張を図る
もの
A型では，かけ算の意味理解のときから，た
とえば， (単位量当たりの量)x (数量)= (全
体の量)などと定義するのである。しかしなが
ら，単位量当たりの大きさの指導は，第5学年
に位置づいており，第2学年の子どもに理解で
きるとは考えにくいという問題点がある。
B型は，整数の場合のときに，例えば， (1 m 
のねだん)x (長さ) = (代金)と言葉の式を
つくり，形式不易の原理をもとに小数の場合も
同じように考えればよいことを教える指導であ
る。形式的にことばの式に当てはめて考えるだ
けでは，倍概念を育成することは期待しにくい.
C型は，問題点を子どもが自覚できるように
している点が工夫点だが，どのようにかけ算の
意味の拡張をしていくのかが課題である。
(3)教科書からみえる問題点
小数の乗法の意味指導の導入について， 6社
の教科書(平成26年度使用)を調べてみたh
共通点として，次の4点が挙げられる。
①いずれも， 1mのリボンの値段 (80円:5社，
30円 :1社)を与え，ある長さ(2.3m : 5社，
2.4 m : 1社)の代金を求める問題になってい
る。
②いずれも， 2mや3mなど長さが整数のとき
の代金を考える活動がある。
③いずれも，図や数直線を使って考える活動が
取り入れられている。(テープ図と数直線 :4
社， 2本の数直線 :2社)
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図1 テープ図と数直線の例
日
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図2 2本の数直線の例
3 1m 
④いずれも， rリボンの長さが小数のときも，代
金を求める式は，整数のときと同じようにか
け算の式で表せます。Jなど，小数の乗法の意
味を押さえる言葉がある。
以上のことから，いずれの教科書も，長さと
いう連続量を扱い，図や数直線を使って考える
活動を通して， 2mと3mの聞の2.3mや2.4m
の大きさをとらえやすく Lている必考えられる。
そして，最後に，小数のかけ算にしてよいこと
を言葉で押さえている。
このような様々な工夫を凝らしでも，結果は
ついてきていない現状がある。
一方，相違点として，次の3点が挙げられる。
①ことばの式を扱うものと扱わないものがある。
(ことばの式がある:5社，ことばの式がな
い:1社)
ことばの式の例:1 mのねだんX長さ=代金
②図や数直線以外の小数の乗法の計算の意味を
考える手がかりとなる視覚的な表現があるも
のがある。(図3のような表現がある:1社)
代金(円)
リボンの長さ (m) I 1 I 2. 4 
図3 長さ 2.4mの代金を求める表現
③ r80円の 2.3倍jなど立式の根拠につながる
「小数倍Jの言葉による表現がある。(1社)
形式不易の原塑は，数学を発展させてきた大
切な考え方である。しかしながら，立式のわけ
の説明について，ことばの式だけに頼って， r小
数のときも整数のときと同じように考えればよ
い」と考えるのは無理がある。 r80円の2つ分」
は言えても r80円の2.3こ分Jr80円を2.3固た
す」などと説明することができないからである。
また，ことばの式に形式的に当てはめて考える
ことだけでは，小数倍するという数学的な見方
考え方は形成されない。
教科書の6社の共通点を基盤として，更に，
相違点の中のよいものを取り入れていく発想が
求められていると考える。特に，相違点②の表
?
現は， 1から 2.4に矢印「→Jをつけ i2.4倍」
と示すことで， r2.4 mは1mの 2.4倍Jだから
「値段も 80円の 2.4倍Jと倍概念に着目して立
式しやすい表現だと考える。次のような関係図
にすることも可能である。(図4)
2.4倍
2.4倍
図4 長さ 2.4mの代金を求める関係図
相違点③については，言語活動の充実，思考
力 ・表現力の育成の視点からも言語化をめざす
取り組みだと考える。
3.新しい小散の義法の意味指導
整数倍から小数倍へと考えを帰納的に発展さ
せていくのは子どもにとって大変難しいことで
ある。その壁を突破するには，ことばの式だけ
でなく，倍概念とつながりやすい矢印「→Jを
用いた図を使ったり， i80円の2.3倍Jという言
葉を使ったりしながら， 80 x 2.3という式につ
なげる指導を大切にしていきたい。つまり，言
葉，図，式をつなげて倍概念のイメージをつく
っていきたい。また，倍概念の指導は，第2学
年から始まる。第2学年からの系統的な指導も
大切にしたい。
第2学年からの倍概念の系統的な指導と，第
5学年での小数の乗法の意味指導の工夫につい
て述べてし、く。( ， )倍概念の系続的な指導の工夫
①第2学年からの「倍Jという概念のイメージ
づくり
「倍Jという表現は第2学年のかけ算の学習
で指導される。その導入は，例えば， r6 c mの
2つ分のことを， 6c mの2ぽいともいいます。」
などと r6 x 2 Jの式と共に教えられる。また，
r6の1つ分のことを 6の1ぽいといい， 6 x 
1としきにかきます。Jなどと r1倍」について
も指導される。
倍概念を育てていくには，一度教えられた
「倍」という言葉を継続的に使用していくこと
が求められる。例えば， i 1つのはこにコップが
5こずっはいっています。 8はこでは何こにな
りますか。」などの問題の立式の際にも， i 5こ
の8つ分だからJという説明だけでなく，「5こ
の8ぱいだから」という説明も称揚して，子ど
もたちが意識的に使っていくよう支援していく
必要があると考える。
また，言葉だけでなく，図と言葉と式をつな
ぐことも大切にしたい。言葉から図や式をかか
せたり，図から言葉や式をかかせたり，式から
図や言葉をかかせたりするなどの算数的活動を
充実させることで「倍」のイメージを育ててい
きたい。(図5)
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図5 4の3倍のイメージづくり
②第3学年からの倍概念を表す関係図の意味理
解と活用
ある教科書では，第3学年から倍概念を表す
関係図を指導している。「赤いロープ (21m) 
は青いロープ (3m)の長さの何倍ですか。」と
いう問題を考える活動を通して， r3mの何倍か
をもとめることは， 3mのいくつ分かをもとめ
ることです。Ji 3 mの何倍かが 21mだから， 3 
×口=21の口にあてはまる数をもとめます。」
と指導し，その際，関係図も示している。(図6)
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|青いロイト叶赤いロープ!
3m 21 m 
図6 21 mは3mの口倍を表す関係図
これは. f a x口=b<:;b+a=口Jの関係
性を視覚的にとらえさせ，倍概念を深化させる
ねらいがある。
第2学年では，図5のように.0図で f4の
3倍Jを表していたが，第3学年では，図6の
ように，抽象度を高めて関係図に表している。
関係図をよんだりかいたり，さらに問題解決に
活用したりできるよう指導しておきたいa
③第4学年に小数倍の学習を位置づける
第5学年の小数の乗法の意味理解を確かにす
るには，第4学年からスパイラルで「小数倍」
を指導する必要があると考える。例えば，小数
÷整数の学習で，小数倍を指導しておくことが
小数の乗法の意味理解の素地をつくることにな
ると考える。
例えば，テープの長さ比べをして，一方が他
方の何倍かを考える活動を取り入れることが考
えられる。初めは f20c mは10c mの何倍かJ
など整数倍から取り上げ，次に. f16 c mは 10
cmの何倍かJf 8 c mは 10c mの何倍かjな
ど小数倍になる場合を取り上げてし、く。ヲープ
の長さを表すテープ図だけでなく，第3学年で
導入した関係図もあわせて取り上げ，イメージ
づくりを図る。そして. fl.6倍や 0.8傍などの
ように，何倍かを表す数が小数になるこhもあ
るJことを押さえておきたい。
④第5学年の小数倍の深化
立式のわけを説明する際には，倍慨念を活用
することが求められる。第5学年では，例えば，
立体の体積の単元で. r直方体の高さが2倍. 3 
倍， ・・・になると， 体積も 2倍. 3倍， ・・・にな
るとき，高さと体積は比例するといいますoJな
どと比例が導入される。この比例の意味を「整
数倍」から「小数倍Jに拡張することで. f長さ
が2.3倍になると，代金も 2.3倍になるのでjな
どと小数の乗法の立式の説明に活かすことがで
きると考える。
(2)小散の乗法の意味指事の工夫
①整数倍から小数倍へ帰納的，発展的に考える
活動
第5学年で小数の乗法の意味指導をするには，
問題を工夫し，整数倍から小数倍へ帰納的，発
展的に考える活動にする。例えば，「1mのねだ
んが80円のリボンがあります。口m買ったとき
の代金は何円ですか。Jという条件不足の問題に
し，子どもが，いろいろな長さが考えられるこ
とに気づいたところで. 2m. 3mのときから
考えるようにしたい。
また.80x 2.80 x 3の式ができたところで，
その式を振り返ってことばの式をつくる活動に
し，「1mのねだん×長さ=代金」などとまとめ
ておきたい。
②関係図を使って考え説明する活動
長さが 2m，3mのときの代金を求める式を
立てる際には，図 7のようにテープ図と数直線
を使って考える活動にする。さらに，倍関係が
見えやすいように，図8のように矢印「→Jを
かき加えたり，図9のような関係図に整理し直
したりすることで「整数倍Jのイメージをもち
やすくする。
? ? ? ?
??
恒空
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図7 長さが2m，3mのときの代金を求める
式を考える際のテープ図と数直線
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図8 長さが2mのときの代金を求める式を
考える際のテープ図と数直線
?????
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図9 長さ 2mのときの代金を求める関係図
図9の関係図は，図8の中の数量の関係だけ
を抜き出したものとみることができる。関係図
は，テープ図のように量感は伴わないが，かけ
算の式にはつながりやすく，作図も簡単である。
長さ 3mのときも図8や図9と閉じように図
を使って考えることができる。
図を使って長さが2m，3mのときの代金を
求める式を考える際には，比例関係を使って言
葉で説明することも大切である。例えば， 2m 
の代金を求める式のわけを説明する際には， r長
さが2倍になると，代金も 2倍になるから， 80 
円の2倍で 80x 2になります。Jなどと図を指
さしながら説明できるとよい。この説明が，小
数倍のときの説明の素地になる。長さが 2.3m 
の代金を求める式のわけを説明する際には，閉
じように， r長さが 2.3倍になると，代金も 2.3
倍になるから， 80円の2.3倍で80x 2.3になり
ます。」などと図を指さしながら説明できること
が期待される。
子どもたちにとって 1より小さい小数倍の意
味理解は難しい。第4学年までに扱った「整数
倍Jではもとの大きさが大きくなるものばかり
だった。「口倍すれば大きくなるj というイメー
ジができていると考えられる。だから， 1より
小さい小数倍をするともとの大きさより小さく
なることに出合うと困難を感じると考えられる
のだ。だから，小数倍を関係図を使って考える
際には，易から難へと順に指導していく意味で，
1を超える 2.3倍や2.4倍などの場合から取り上
げ，次に， 0.3倍や 0.6倍など1より小さい小数
倍を扱うようにするなど数値を吟味したい。
4.授業の実際
以下の授業は，小学校の先生方 18名と共に小
数の乗法の授業づくりについて考える研修会の
中で，先生方を子どもに見立てて行った模擬授
業を整理し，まとめたものである。
(1)単元名小敵x小数
(2)目標
O 小数のしくみや計算のきまりを用いて，小
数の乗法の計算の仕方を考えようとする。
(関心・意欲・態度)
O 小数の乗法の意味やその仕方について，既
習の「整数×整数Jや「小数×整数J.小数の
しくみや計算のきまりなどをもとに考え説明
することができる。(数学的な考え方)
O 小数の乗法の計算が正確にできる。(技能)
O 小数の乗法の意味やその仕方を理解してい
る。(知識・理解)
(3 )指導計画(全12時間)
第一次 小数をかける計算
第1時 プレテストによる小数×小数の準備
第2時 (整数) x (小数)の学習の動機づけ
. (本時)
第3時 (整数) x (小数)の立式と計算の仕
方
第4時 (小数) x (小数)の立式と計算の仕
方
第5時 (小数) x (小数)の筆算の仕方(形
式化)
第6時 間上で， 0の処理を含む場合， x 3.14， 
小数点の位置とたしかめ
第7時乗数と積の大小関係
第8時練習
第二次 小数のかけ算を使って
第1時 辺の長さが小数値の場合の面積の求積
第2時 辺の長さが小数値の場合の体積の求積
第3時 小数倍の意味と適用(第 1用法，第2
用法)
第三次 基本の確かめ(1時間)
(4)指海上の立場
①教材観
子どもはこれまでに，第2学年のかけ算の学
習の中で， r 6 c mの2ばいJという言葉と r6
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x 2Jという式をつなげて学習してきている。
かけ算の意味理解の学習では，図と言葉と式を
関連付ける算数的活動を通して理解してきてい
る。第 3学年では，わり算の学習の中で，「21
mは3mの何倍か」を求めたり，関係図を用い
て数量の関係を表す経験を積んできている。第
4学年では，小数×整数の学習の中で，計算の
意味や計算の仕方を学習し，小数÷整数の学習
の中で， r1.6倍や 0.8倍などのように，何倍か
を表す数が小数になることもあるJことを押さ
えてきている。また，第5学年の「体積」の学
習の中で，比例の意味について， r直方体の高さ
が2倍， 3倍，・・・になると，体積も 2倍， 3倍，
・・・になるとき，高さと体積は比例するといいま
す。Jなどと理解してきた。
本単元では，乗数が小数の場合の計算の意味
や計算の仕方を学習する。計算の意味について
は，指導を工夫することで，乗数が整数の場合
から帰納的，発展的に考え，整数f脅から小数倍
へとかけ算の意味の拡張を図りたい。計算の仕
方については，既習の乗数が整数の場合に帰着
して考えることができるようにしたい。
計算の意味や計算の仕方については，言葉，
数，式，図，数直線などを用いて考え，説明す
る算数的活動を充実させることで，子どもの思
考力・表現力を育成していきたい。
研修会に参加された先生方の中には， 日頃か
ら小数の乗法の指導に困難さを感じられている
方が多かった。特に，言葉の式を使って指導し
ているが，指導要領の改訂に伴って教科書に導
入された2本の数直線をどう指導すべきか疑問
をもたれている方もおられたb
②指導方法の工夫(前述)
0整数倍から小数倍へ帰納的，発展的に考える
活動
O関係図を使って考え説明する活動
(5)本時の捜業実践
①本時の目縛
1 m 80円のリボンを 2.3m買ったときの代金
を求める式を，ことばの式や図を使って考える
活動を通して， r長さが 2.3倍になると代金も同
じように 2.3倍になるので， 80円の 2.3倍で 80
x 2.3になります。Jなどと式のわけを説明する
ことができる。
②授業の盟関
指導の工夫①
整数倍から小数倍へ帰納的，発展的に考え
る活動
リボンの売り場の挿絵と，条件不足の問題 r1 
mのねだんが 80円のリボンがあります。口m買
ったときの代金は何円ですか。」を提示した。子
どもが長さが書かれていないことに気づき，い
ろいろな長さの場合が考えることに気づいたと
ころで， 2mの場合から取り上げた。
T どんな式になりますか。
C 80 x 2になります。
C 80円の2倍だからです。
T 2mは1mと比べてどうなっていますか。
(テープ図と数直線の)図を見て考えてみま
しょう。
C 2倍になっています。(賛成多数)
C 代金も長さと閉じように2倍になるはずで
す。
子どもとやり取りしながら，図 10のように，
板番に(テープ固と数直線の)図と言葉で，回
X2の式になるわけを整理していった。
? ?2f吾子育
江z多
2倍
b 
長さが2倍になると，代金も 2倍になる
から， 80円の2倍で 80x 2 
図 10 式が 80x 2になるわけの説明(板番)
さらに，子どもとのやりとりの中で，テープ
図と数直線の図を次のような関係図に整理して
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いった。(図 1) 
2倍
80円 一ー一一一一ーヨ・ 口円
2倍
図 1 長さ 2mのときの代金を求める関係図
円一関係図を使って考え説明する活動
次に，ワークシート(図 12)を配布し，長さ
が3mのときの式を考え，そのわけをテープ固
と数直線，関係図を使って説明させるようにし
た。子どもたちは，長さが2mのときの代金を
求める式の説明をかいた板書を見ながら，関係
図をかいたり，式のわけを奮いたりすることが
できた。
< 80 x 3の式になるわけ>
0 eo ロ ロ伊勢
0 12;'旬申
( 
日
80円
??
図 12 長さ 3mのときの代金の式を求める
際のワークシート
長さが 2mと3mのときの代金を求める式を
つくったところで，代金を求めることばの式を
つくらせると，「lmのねだん×長さ=代金Jと
いう式をつくってきた。
「長さが 2.3mのときはどんな式になるのか
な。Jと問いかけると，ことばの式に当てはめて，
r80 x 2.3です。」と答えてきた。「長さが小数
のときもかけ算の式にしてもいいのかな?J r80 
円の 2.3こ分?J r80円を 2.3固たすことはでき
るのかな ?Jなどと閉し、かけると，子どもは次
のように発言してきた。
C 80円の 2.3こ分というのは変だと思いま
す。
C 80円を 2.3固たすというのもよく分かりま
せん。
C 2mや 3mのときと閉じように考えればよ
いと思います。
C 図を使って考えればよいと思います。
図を使って考えればよいと方法の見通しがも
てたところで，本時の課題を次のように決めた。
めあて
図を使って 80x 2.3になるわけを説明し
立式のわけを考える際には，図 13のようなワ
ークシートを使って考える活動にした。
< 80 x 2.3の式になるわけ>
a m ロ伺 1ml 
F~町立川 80 円
??
図 13 長さ 2.3mのときの代金の式を求める
際のワークシート
子どもは図 14のような関係図をかき，式のわ
けを書くことができた。
長さが 2.3倍になると，代金も 2.3倍になる
から， 80円の 2.3倍で 80x 2.3 
図 14 80 x 2.3になるわけの説明
この後，ベアで説明し合ったり，全体で話し
合ったりしながら，関係図のかき方や式のわけ
の説明の住方を共有することができた。
さらに，適用題として，長さがl.3mのとき
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の代金を求める式とその式になるわけを関係図
と言葉で説明する活動を取り入れた。
本時の学習を撮り返り，長さが小数になって
も整数のときと閉じようにかけ算の式に表せる
こと，次は， 80 x 2.3の計算の仕方を考えるこ
とを確認し，本時のまとめとした。
w.研究のまとめ
小数の乗法の導入の模擬授業を振り返って，
参会者の先生方からは，r指導が難しい箇所だが，
授業のイメージがもてた。Jr整数倍から発展的
に考えていき，図を使ってイメ}ジがもてるよ
うにすれば，子どもも小数倍の壁を乗り越えら
れるのではないか。Jなどの感想をいただいた。
おひとりの先生からは， rやはり 80x 2.3の式
のわけの説明のところが難しいと思う。 2.3倍と
いう表現が難しいのではないか。」と感想をいた
だいた。でも別の先生方からは， r 2m， 3 mの
ときに関係図を使っていたら， 2.3 mのときも関
係図を使って説明ができるのではないか。Jr倍
関係は低学年の2年生のときから継続的に育て
ていかなくてはいけない見方ではないか。Jなど
という感想もいただいた。
整数倍から小数倍へと考えを帰納的に発展さ
せていくのは子どもにとって大変難しいことで
ある。それだけに，第2学年からの倍概念の系
統的な指導と，第5学年での小数の乗法の意味
指導の工夫が大切だと考える。特に，言葉だけ
ではなく，図と式を結びつけて考え説明する算
数的活動の充実を通して，小数倍のイメージを
つくっていくことが大切である。
平成 27年度から使われるある教科書を見る
と，第4学年の小数÷整数の学習で小数倍の指
導，第5学年の小数の乗法の導入で関係図の指
導が取り入れられており，我が意を得たりの感
がある。
今後は，第5学年の担任の先生と一緒に授業
づくりを行なったり，第5学年の子どもに実際
に授業を行なったりすることで，指導の工夫の
有効性を試してみたい。
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